
次世代の陸上戦闘員システムの実現に
向けて

～先進個人装備システム～
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先進個人装備システムとは・・・

小隊内でアドホックネットワークを構成

中継器Ⅱ型
中継器Ⅰ型

隊員モニタ装置

周囲の監視機能を有している。

携行装備質量の増加を必要最小限にとどめ、可能な限り操用性を損なうことなく各
隊員の防護力及び攻撃力を向上させるとともに、各種先進技術を採り入れることに
より、多様な戦場下において任務を効率的に遂行できる人間工学的に優れた将来
個人装備システムに関する研究です。



先進個人装備システムの主要構成品

センサ等 情報・通信機器

個人用防護装備等



先進個人装備システムの情報機器としての
主要な機能
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先進個人装備システムで実施中の
性能確認試験について

• 技術的な達成度に関する検証

• 運用上の効果に関する検証

自己位置表示、作図、目標情報の取得機能
や通信性能等、機能・性能の確認

任務シナリオに基づく部隊行動を通じた、
各種機能・性能の検証



青部隊（試験小隊）に与えられた敵情

運用上の効果に関する検証の実例運用上の効果に関する検証の実例

試験小隊の小隊長が、敵情
を元に作成した進出経路

必要に応じて使用するう回路を
設定

試験小隊の小隊長は、与えられた敵情を元に部隊の前進径路（計画）を作成し、
指揮下にある分隊長及び分隊員に配布し、行動を開始した。

青部隊の初期配置
初期状態



①実際に報告された
赤部隊車両の位置

②確認された赤部隊車両の位置から、
一部分隊にう回路前進を指示

③青部隊の前進に
呼応し赤車両が後退

試験小隊は、先進個人装備システムの表示部を通じてもたらされる各隊員の位置情
報により、従来よりも円滑かつ正確に戦況を把握し、部隊行動を行うことができた。

運用上の効果に関する検証の実例運用上の効果に関する検証の実例

④後退した車両を追撃するため、

小隊長が新たなう回路を作成、
追撃担当分隊に配布して追撃を
実施、赤車両が再度後退した時
点で、試験終了

試験終了までの状況



現在地の確認・報告回数が減少

敵情の共有及びそれに基づく作図
と音声による適時的確な指示

指示に基づく正確・迅速な部隊行動

将来的には、任務遂行においてゼロ・カジュアルティ
（隊員の被害局限、生命保持）が可能となる。


